
令和６年度 大阪府立福泉高等学校 第２回学校運営協議会 議事録 

令和６年１１月２７日 

於：本校会議室 

 

※授業見学 

１ 学校長挨拶 

   再編整備案にて福泉高校が対象になり、令和７年度の入学者選抜より募集停止。 

 

２ 委員長挨拶 

 

３ 学校経営計画について（校長より） 

・身だしなみについて、身だしなみ強化週間等でメリハリをつけた始動を行う。 

 ・文面にて保護者に個別連絡ができるよう学年に一台携帯電話を導入した。 

 ・校務処理では、日々入力を導入し、出席状況を全体で把握できるようになった。 

・問題行動には、教員数が減っていく中で全教員による協力体制を強化している。 

・不登校対策重点校となり、ＳＣ・ＳＳＷの回数増で対応している。 

・教育相談会議の在り方を見直し、より生徒情報が共有できるように改善した。 

・生徒理解に関わる教員研修を実施している。 

・コロナ下で、地域との交流が減少したが、今後復活させていきたい。 

・ＷＥＢ等で学校のいろいろな取組等をあげていきたい。 

・現状の課題 

  学校の規模縮小にともない、分掌の再編、行事予定の整備、会議のあり方の見直し。 

  学業面で追認定指導や定期考査に関しても再考する必要がある。 

  検定の受験（秘書検定など将来役立つもの）を導入してゆく。 

  進路への意識を高めることができるように取り組みを考えてゆく。 

経験年数が浅い教員が多く（平均年齢39歳）業務の継承がしづらい状況である。 

 

【委員の先生より】 

・教員全員が連携して、問題行動を把握して考えなければならない 

・高校生のＳＮＳに関すること、闇バイトなどの問題を調査する必要がある 

・中高生の詐欺が大きな問題に。NHK番組「詐欺の子」視聴推奨 

・学校内の生徒の選挙参加率を調べてみては 

・部活動の取り組みについて、部員が少ないことについて。 

・生徒が集まらないことに対して教職員で意見を出し合うなどは？ 

・生徒指導面で生徒の思いを汲み取ることも必要。 

・再編整備の決定がきっかけで卒業生が繋がったという話もきく。 

・西成高校では会議等がすべて朝の時間に。放課後は生徒と向き合う時間に。 

・今の子どもたちに合う指導をすることが寄り添うことに繋がる 

・福泉高校は、これから同じように再編整備の対象となる高校の指標になる 

・学校運営協議会で出た意見に対してもっと取り組みを行ってほしい。 

・定期考査を欠席した生徒に対しての追試や評定について。 

・考査の点数を上げるためになにか補習授業をするなどの工夫を 

・生徒の授業を受ける姿勢に厳しく注意しなければならない 

 



4．今年度の取り組み状況について（分掌・学年） 

○首席より 

・２学期の振り返り 

 

○生活指導部より 

・２学期の振り返り、今年度は喫煙の問題行動が多数あった。 

 

○生徒会部より 

・文化祭について、卒業式に向けて生徒会執行部中心でステンドグラスを制作中。 

 

○教務部より 

・次年度に使用する教科書の報告。 

・来年度に選択するコースについて選択状況の報告。例年通り国際文化コースが多い 

 

○進路指導部より 

・学校斡旋就職者の状況は良好で、２次採用決定しつつある。 

・今年度は自己開拓・縁故就職者が多い傾向 

・１・２年生の進路指導についての報告。 

 

○保健指導部より 

・近隣では、インフルエンザの流行期に入っているが、本校では大流行には至っていない。 

・学級の保健委員を中心に校内や水回りの清掃を行っている。 

 

○第三学年より 

・進路が決まらず悩んでいる生徒いたが、最近進路は決まりだしている。 

・卒業が心配な生徒に対し放課後に補習を行っている。 

・卒業アルバムの活動、卒業記念品の選定を進めている。 

 

○第二学年より 

・修学旅行では、当初友人関係に苦戦したが、乗り越えて、楽しく過ごしていた。 

・遅刻の多い学年だが修学旅行では、すべての工程で遅刻者もなく時間を守ることができていた。

今後、進路と進級に活かしてゆきたい。 

 

○第一学年 

・高校生活のペースをつかめてきた。ルールの中で学校生活を楽しめている 

・生活習慣が整わず、欠席日数が増加して進級に影響している。 

・地域や卒業生との連携を進めてゆきたい。 

 

○事務室より 

・トイレの改修工事については、ほぼ終了。 

・今後プールのトイレの洋式化工事を予定している。 

 

 

 



【質疑にて】 

・学校斡旋就職の不採用の理由について 

・意欲や出席状況が理由であることを１年生に伝えていかなければいけない 

・就職には化粧も必要、化粧指導やメイクのクラブを考えてみては。 

・進路指導の資料中で出ている生徒以外の20人の状況は。→未定である。 

・出来ていることには全力で褒めて、出来ていないことに対しても見放さない 

・やればできるということを日常的な場面においてもっと伝える 

・協議会で以前出た意見がどのように取り組まれているか、PDCAの部分を聞かせてほしい 

 

5．その他 

 特になし 

 

 

次回：令和7年2月20日 予定 


